
中部沿海州沖合底曳網新漁場!掲発調査
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I 目的

E 

本謁査は昭和 37年以来継続強盃として冬wi笥:七、 お必需!，~ 0'忌ヨti~i:\\i，、場を i主再発し，漁場

の環境， Iま曳資源の実態等を明ちかじするためにおこン、コた。

1. 謝菅松 孝{羊丸(1 21.2 2友 ..Li]0 I?B ) 

ill ~ミ 粉畏以下 1守壬;

~. riim盆;4日明 沼和 39年 1 ~ d 6日~日々 12 J-j i 2 a 
4 調査海域 lt設 42究 3l1 jらじら線以jι 北海 5U変心8線以南ヒモ主:12!j芝30分、 東証益

i 37趨7)線点と.Jt謹 4 7 f丈註主主 14 :2支の点を結ぶ線以東の河域を宗く日本

海の海域

5 調査器具及び機被 さ 7年変参照

6. 1魚 具 中型機船底曳網

漁具の構造 3 7年度を参照

7. 謝査実施方法

E 調査経過

調査船幸洋丸は， rh'H'J 3守年 1 1)j i l~ a 1 ヂ長内を根拠達として~ヒヨifj)毎~i+jの底曳網新漁場開

発に従事するべく青奈を出港した。同月 13日に稚内に人海 L.， ;，~足， ~.壬P"J/Jく誌，地元組合より最

近の状況を聴取後， 2口臼|司港を出迭し謝室討的地に!匂った。途中樺太 1台沖合，野田;tf;合 (47Q....29， 

N， 141'2....36白)に於いて 4回操美したが曳網可従回数 5ロ ;還さボb長 40 :r~-28 口 ;n で行い 9

1曳網当り漁獲量は 8己2Ky'で，タラ， ヒレグロ， ;j";;/ケ 3 モの!己 G~<マレイ類が主江令、種であった。

同海域の調査を|前日で終り北上し7こう:折から発達した低三¥圧iム会過し.主主!活最大虫、づ主主 7ril，気圧

9 8 8 m b気設-8"Cとなり操菜禾能のため 25 t二，1~t，土亡な〈中令;二投箔仮泊 L た j ヒ Lの途中

附近海占訟の海l立状況を毎保により突索した結果， )<さ三込伏はないが， 守芹守、こ岩J京t;数〆生ーしている。

2 5日o7時 30分より 4ヂ--19'勺 141 コ己戸口 f のj"ì手 i訟で第三:-~~ ~の没梢を ir ない，翌 2 6日

迄 4回操業したが，不能回数 5回で各自共t E皮網 Lハかえてり大=な二三石;(1;入再唱している 3 この漁場
の入網状えはー曳網当りとiZ勾i魚簿量 9J時で少なく，片道l士タラう 53%，ア力ガレイ 16. 3ちも，

ヒレグロ 16. 3 ~"o ， カジカ ?ι30""0 となっている。 4 己ヴ~ ~乙!とカら 5 ，] 度以雨i¥，けての北部沿海

州は;去え会場としては極めて弐麗θ状況が悪く，破刊が多いよ二支雨苛青色の場合でも 4 雪之尚当り}魚

獲量が少ない。この時期は主要伝宅がタラなのでlま曳椅よりむ) 戻延縄， ξ動綱等の方が適切な

i漁具がとも思はれ;;:.。

前述のような誠査結失J)t三め. I詩i.-'".去の謝査を中1Lし，ちて途上で， グ←魚深主文閣のため 27臼

再度稚内に入港し，修足後 12}'jーは 440 - ::可、 JドJ域三j;十て i工i兵さし 、 1 2片品日に漁場到着後

謁査を協始し 1 1 日迄 1 五回愛美 ~~ff ない_..完備当りぷ之「主・重量 5ι 手川、チヰ魚金盃 5520 1\9

をあげた。尚曳網不能回数 iよ 1~ で泊、警語版バ jこ ~;G;"é_i 以こ 7" で\ スケトクジラ， 3 4. 5 C:'o，ホッ

ケ 53，5%，タラ 5.4 ~o ， ハツ .J 3.8%を示し，ヰγi ケ，ヌ r ワダラの漁獲が主体となった。

!♀月 1 1 8 G 6侍楽 2 る白Je3の示談去最栄a:行)-f jr: :J通量5627-2こ虐Lきしたた必 L乙むなく己慰金を断

念し本年度の鵡fを終了した。
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JV 調査結果

延投網回数 25回

曳網可能回数 2 1回

曳網不能回数 4回

総漁獲量 5704Kif 

ー曳網当り平均漁後輩71.6匂

総1}:場金額 3 1 4、104円

水錫港 青森

V 企業的採算性についての考察

、、

昨年に引続いて中部沿海州から北部沿海州，ダツタシ海湾tこかけての慈漁場を開発すぺく調査を

実施したが，前述の如く Jt緯 48)安からit緯 5iJ度に会るj脅威の海底は非常に岩礁や玉石の存在が

多いため，曳網は殆んど不可能とみてよく，企業的には難しいものと思はれる，しかし，底延縄，

!ま刺網等で行なうならタラを主体とした漁場とじて利用悩値は充分あると思はれる。

調査の後半は:lt縛 44度から 45度に漁場を移したが.)7年 3 8年よりホフケの入網率がよく平均
4 7 '70と増加しており，資源量の増加の一号告が漁漫画にも反決されているようで今後の調査により

--ri言明らかにすることが出来ると思う。本県の!ま曳主義者にとって近点離で旦，魚、1出単価の高いホッ
ケが多獲きれる漁場をこの謝査の継続によって胡発出来るように努，~-)てゆかねばならないと考える。
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3 9 年度

月 日 11月21日 112~9 E3 L~明日臼|
投網回数(不能) 4111 I 2(~) I 3(2i I 4 I 1，1: I 4 i 7 

緯 度
17♀29' I 47-:，i7' I 48~ ， 1 ':"-26'! dfo--17' i 4.S<L20' I 45'"=-1f!5、
141，タ 12ゴC

漁

経 度 i E6J i EB 

場
水 深 m 170-2守口 212-288 

;臣L 、. 質 M i l:l. S ': i s t i M i I M I M 

天 {長 c 、 C B R. 8 B B B 

気 嵐 !勾 88B N-NW N~ NW 守WN'v町 NW 

風 力 3 ι 5 I 5 4 3 

象 気 温 -7.0 -5.5 -4.口 -8.0 -2.0 -5.0 
ーャーヶー

ヌdtzLr 圧 守98

z一一一寸寸一-
1日13.0 1 0 15.0 

ト一一水 。 4.2 3.7 3.0 
温

m 

曳 網 方 |司 N 8E I 88W I 8Vi I S]ム~ 8m 

すけとうだら

漁まだら 1 9 5 

獲あかがれい

物ひれぐろ 守口

<)¥:9) つけ 4一5 

計 345

備:干1宅
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